
古来から行われている釣りは、日本でも人気のある
ウォーターアクティビティの一つであり、多くの方が楽し
んでいますが、例年、事故防止に必要な知識・装備を身
に付けていないことによる事故が多く発生しています。

▲

釣り中の事故を防止するため、必要な知識・装備を身につけて、
安全に釣りを楽しみましょう。
詳しくは、ウォーターセーフティガイド（釣り編）をご覧ください。

・ 令和２年における釣り中の事故者数は３４６人で、
　このうち死者・行方不明者数は１０５人
・ 事故内容別では海中転落が全体の約７割を占める
・ 海中転落者のライフジャケット着用率は約3割

釣りに関する安全情報 ▲ ▲ ▲

WSG（釣り編）

●釣り中の事故発生状況

1 天気予報や体調を考慮し、決して無理をしない。
2 釣行計画を第三者に伝え、単独行動をしない。
3 立入禁止区域内に入らない。

釣り中の事故を防止するための3つのポイント

海中転落
239人69%

帰還不能
76人22%

負傷
11人3%

病気
15人4%

溺水
5人2%

釣り中
事故種類別
令和2年
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事故者数 死者・行方不明者数

防波堤
106人31%

岸壁
68人20%

磯場
100人29%

消波
ブロック
46人13%

その他
26人7%

着用
59人25%

非着用
180人75%

海中転落者
救命胴衣
着用の有無
令和2年

釣り中
事故発生場所

令和2年


